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１～６歳 ７～１２歳 １３～１５歳 １６～１８歳 １９歳以上 合計
n＝１，１９２ n＝１，４３３ n＝９６９ n＝１，７０２ n＝１０８ n＝５，４０４
１００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％
就職（自活）に伴う独立
－ － ８０ １，００９ ５８ １，１４７
－ － ８．３％ ５９．３％ ５３．７％ ２１．２％
家庭復帰又は親戚引き取
り
１，０１２ １，２３８ ６６３ ４８３ ２２ ３，４１８
８４．９％ ８６．４％ ６８．４％ ２８．４％ ２０．４％ ６３．２％
養子縁組又は里親委託
７７ ３６ １０ １２ ０ １３５
６．５％ ２．５％ １．０％ ０．７％ ０．０％ ２．５％
情緒障害児短期治療施設
へ措置変更
７ １６ １２ ０ ０ ３５
０．６％ １．１％ １．２％ ０．０％ ０．０％ ０．６％
児童自立支援施設へ措置
変更
０ ３０ ８５ １３ ０ １２８
０．０％ ２．１％ ８．８％ ０．８％ ０．０％ ２．４％
他の児童養護施設へ措置
変更
６３ ５５ ４９ １１ ０ １７８
５．３％ ３．８％ ５．１％ ０．６％ ０．０％ ３．３％
自立援助ホームへ措置変
更
０ ０ １２ ３０ ５ ４７
０．０％ ０．０％ １．２％ １．８％ ４．６％ ０．９％
知的障害児施設へ措置変
更
１６ ３０ ３６ ２８ ６ １１６
１．３％ ２．１％ ３．７％ １．６％ ５．６％ ２．１％
医療機関への入院
１ ３ ４ ３ ２ １３
０．１％ ０．２％ ０．４％ ０．２％ １．９％ ０．２％
その他
１６ ２５ １８ １１３ １５ １８７




１７４ 松山大学論集 第２２巻 第１号
施設の種類 所在地 設立 入所定員 入所対象者
Ｉ施設 児童養護施設 大阪府 １９７８年 男女３０名 幼児から１８歳
Ａ施設 児童養護施設（年長） 東京都 ２００６年 男女２０名 １５歳から１８歳










































































































































































































































































































































































































































５ お わ り に
本稿では，近年の施設養護の動向および３つの施設における自立支援の取り























































１９２ 松山大学論集 第２２巻 第１号
～２２，岩崎美智子「児童福祉の視点から」畠中宗一編『現代のエスプリ 関係性のなかで
の自立』至文堂２００９年１１月号 pp１３６～１３７
４）１９８７年の通知「養護施設及び虚弱児施設における年長児童に対する処遇体制の強化につ
いて」が，自立の支援のために，これまでのスポーツや表現活動の指導に加えて学習指導
が実施されることになり，改めてこの通知（１９９７年）が出された。
５）２００５年から，児童養護施設，乳児院，情緒障害児短期治療施設および児童自立支援施設
の４施設で小規模グループケアを実施することになった。
６）自立援助ホームは，２００９年２月現在，４９か所である。
７）厚生省児童家庭局家庭福祉課監修，前掲書，pp３０～３５
８）厚生労働省雇用均等・児童家庭局『児童養護施設入所児童等調査結果』２００８年
９）青少年福祉センター編『強いられた「自立」－高齢児童の養護への道を探る－』ミネル
ヴァ書房１９８９年
１０）調査の全体は，施設調査，退所者調査，職員調査の３つからなる。本稿では，２００９年に
行った施設調査を主として用い，必要に応じて退所者調査で得られた知見も加えている。
調査は，野澤正子（千里金襴大学）・岩崎美智子（東京家政大学）との共同で行っている。
１１）内海新祐「子どもへの治療的かかわりとケアワーク」鈴木力編著『児童養護実践の新た
な地平－子どもの自立支援と権利擁護を実現するために』川島書店２００３年 p１２４
１２）東京都社会福祉協議会児童部会リービングケア委員会編『Leaving Care－児童養護施設
職員のための自立支援ハンドブック』東京都社会福祉協議会２００８年 pp２４～３０
１３）Ａ施設入所の１８人中５人が「愛の手帳」を所持している。また，『社会福祉施設調査』
（２００６年）によると，児童養護施設に９１５人の療育手帳所持者がいるが，その内の４４６人
（７２．５％）が１５～１７歳である。
１４）当事者の語りを尊重した実践を，林浩康はナラティブ・モデルと呼んでいる。（森浩康
『児童養護施策の動向と自立支援・家庭支援－自尊感情の回復と家族との協働』中央法規
出版２００４年 pp７３～７４）
１５）森，同上，pp９１～９７
１６）望月彰「児童養護と青年期問題」喜多一憲他編『児童養護と青年期の自立支援－進路・
進学問題を展望する－』ミネルヴァ書房２００９年 pp７～１０
児童福祉における自立の支援 １９３
